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ブータンの若き5代E],ジグメ・ケサル…ナムゲfl/ワンチュク国土が, 2011年12月に結婚
のはこびと新開が報じている=　ヒマラヤの奥深くにたたずむブータンは.そのユニークな歴史文
化や,地理的な特異性から.他界のツーリズムのなかでも別格の魅力を放ってきた。同時にまた
LR]家としての観光政策も,よそが真似しようにもできない筋目のくっきりしたものであるO
九州ぐらいの国土に人目は68万人。どこまで行っても山また山,蚊高峰は7500メートルを超
えるo　それゆえ耕作地はたった　%しかなく,凶民の大半は農業による自給自足に近いO
自動車が入ってきたのは1961年,外国からの観光客は1974年から。テレビとインターネット
の導入が1999年,ケータイ電話の使用は2003年に始まったQ税が物納から貨幣に変わって40
年足らず,国連加盟は1972年O共通の国語を開発し,学校教育を徐々.に広げ,独自の自然と文
化を守りながら,この国は国王が主導して2008年に磁法を制定した。
当稿はヒマラヤ山中にあって.長いあいだ秘境と呼ばれてきたブータンの歴史,こんにちの相
貌をレポートするとともに,これからのブータンが推進しようとする観光政策や.日本からの
ツーリズムに対するいくつかの示唆を試みてみたいC
日本が明治維新によって鎖国を解き.壌藩揮県をfrい.富L司強兵とか和魂揮才などといいなが
ら,国民国家を形成してのち140年になる。この国ではそんな変化がわずか50年ほど前から始
まった。ある面では日本の200年を,もしかすると500年を.ブータンはわずか数十年ほどで駆
け抜けようとしているのかもしれない。
欧米に追いつけ追い越せの掛け声とともに.この間,実にさまざまな変化を経験してきた日本
だが.プ-タンではついこのあいだまでの日本が濃く滞く重なって見えてくる。
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仏教文化の香りを守るブータン
1. 「龍の国」ブータンのあらまし
チベットの南,インドの北
ブータンの人たちは自分の国を,ちょうど左手の掌(てのひら)のような形,と表現してい
る。親指のあるほうが北で,ヒマラヤ山脈の高峰が連なり,越えれば中国鏡チベット自治区だ。
おおきく文化圏というくくりでいうなら,ブータンはチベット文化匪=こ入るo　ブータンという国
名自体その語源は,つい19世紀になってイギリスが,サンスクリットによる「チベットの端」
という表現から引用したという説がある。
東…南…西側はインドに閉まれているo東西およそ300キロ,南北170キロO面積4.06万平
方キロというから,九州やスイスと同じであるo Lかし人口密度は九州の30分の1ほどしかな
いO　ブータンの西側はかつてシッキム王国があった部分をはさみ,ネパールへと続く。ブータン
の南はインドのベンガルからアッサム州につながり,標高はわずか200メートルくらいにまで低
くなる。東はアルナチャル・プラデシュ州oそのすぐ東は,ミャンマー北部や中国の雲南省につ
ながっているO
インド洋からの湿った空気は,ヒマラヤ山脈にさえぎられて南のブータンにゆたかな雨をもた
らす代わり,北のチベット側には極端な乾燥をもたらしている。
ヒマラヤ山脈の急斜面
というわけで,アジアにおける2大国家に囲まれた,とても小さな国がブータンだ。
チベットとの国境には.ブータン最高峰であり未踏峰では供界最高という,海抜7561メート
ルのガンカル・プンスム峰がそびえているO　だからブータンの国土は,世界の屋根というヒマラ
ヤから,インドの平野部にかけての急斜面に張り付いていて,高い山や尾根と,緑の深い谷ばか
りで形成されている。谷筋には例外なく,ヒマラヤの氷河からの急流が南北に走っているO　これ
らの河川はすべてインドの平野部に至りブラマプトラ川に合流,ベンガル湾に注ぐC
世界中多くの国々で,河川は大切な交通路の役割をも果たしているが.ブータンでは流れが急
すぎて舟を使えない。これは大変なハンディキャップだ。人の足で踏み固められた細い道が,川
沿いに南北にうねっている。
ブータンを東西に移動する場介は,いくつもの峠や尾根を超えて行かなければならない。トン
ネルは一つもない。わざわざトンネルを掘るほどの交通量はなく,またそんな労働力もないし,
そんな大7:事はとても経済的につりあわないからだO文字通りの羊腸の小径をゆるゆると登り,
また下る行程を何回となく繰りかえしながら人々は旅をするし.観光客もまた同じ道を行く。
ブータンに住む人たち
同じ山国でもスイスの15分の1しかない人口腐乱　というよりまばらな相や集落の散在する
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民族衣装の「ゴ」を着ている人たち　畳間は例外なく皆がゴを登る
国では,交通や物流,コミュニケーションがいかに大変かわかるであろう。
ブータンの人々は大まかに3つに分けられるO　まず東部方面に,ヒマラヤ先住民とされる人た
ち。 BC2000年ごろ以来の,インド北東部,ビルマ北部,中国雲両省などとも文化的なつながり
があるとされている。西部には8世紀ごろより,仏教とともにチベットから移住してきた人たち
が多く住んでいる。そしで南部にはネパール系の人々。もともと英国がインドを植民地としてい
た時代に,アッサム地方などの茶畑への1労働力として,たくさんのネパール人をつれてきた。や
がて彼らの　一部がブータン南部の,低い標高の森林を開拓.住み着いたものである。これらの
人々が融合しブータンの国民を形成した。
ブータン人は人種的にはモンゴル系だから,日本人とは兄弟であり.その顔はわれわれとr*_別
が付かない。子供たちの顔つきなど日本の戦後間もなくの頃の,われわれの写真そのままであ
る。嬉しくなってつい笑ってしまうほどよく似ている。
さらに20世記後半,ブータンにネパールやシッキム方面からの移住者が急増したが,これに
ついては後述の展開がある=　いまのブータンにおける社会的主導力をもっているのは,どちらか
といえば西ブータンの人々であるo首都はティンプーで人口およそ6万人O正確にはわからない
がブータン人口のざっと8割は農業に従事している。しかもその耕す畑というのは.さきに述べ
たような急な山の斜面に,へばりつくようにつくられた段々畑がほとんどだO
1958年にブータンを訪れ.日本人として初のまとまった旅行記『秘境ブータン』を著した中
尾佐助さんは,ブータン人は「山住の民族」として, 2000-3000メートルの間に安住の楽土を
見出し, 「山の斜面を開き,水田の稲と,小麦,大麦,ソバなどをつくり,牛を飼って乳をしぼ
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り,大きな家を建て,乳　ブタはそのまわりを走っている。ここで彼らは自給自足で暮らしてき
たのだ」と書いている。
龍の国という名前の由来
17世紀より前のブータンについては,書かれた資料が多く塊失したりしたため, 「題の彼方」
などと表現されたり,伝承に頼っている部分が大きい。
現在のブータン社会.文化の根幹をなす仏教は, 8世紀末チベットから,グル-大師のパド
マ・サンバヴァが,古派としての密教ニンマ派の教義を伝えた。
そして12世紀になると,こんどはサルマ(新派)と呼ばれるなかのカーギュ派の　-セクト,
ドゥルック派がやってくる。ドゥルックというのは龍のことであり,雷鳴は龍の鳴き声だ,とさ
れてきた。一説に,チベットの僧ツアンバ・ドルジが,寺院を建てている時すさまじい雷鳴がと
どろいたので,これがドゥルック寺院と呼ばれ,彼を開祖とする一派がドゥルック派となったと
いう。
これがブータンに広く浸透したので,信仰する人々をドゥルック・パ,その国をドゥルック・
ユルと呼ぶようになったD　ブータンの人々は現在も自分の国をドゥルックといい,匝1旗には真ん
中に豪快な龍の絵が描かれている。ちなみに,ドゥルックはドゥツクとも聞こえるo
さきにもふれたとおり. 19世紀以降イギリスなどが文献や記録にブータンを使用,これが正
式国名として, 1907年の王国成立以後も使用されてきた。しかし今も国営航空の名前はドゥ
ルック・エアだし,人名にも商品名にもドゥルックはよく使われている。
ドゥルック・エアの尾翼に措かれているブータンのシンボルの龍(ドウルソク)
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余談だが, El本も対外的にはなぜか,いまだにジャパンを使っているa 800年も前にマルコ・
ポーロがChipanguと表記したからとされ,これがやがてJapanに変形して定着した。将来的に
は,ブータンはドゥルック,ジャパンはニッポンと,いずれもあるべきところに統一される,か
もしれない。
ゾンという名の大要塞
時代は下って1616年,日本では江戸の初期,チベットからンガワン…ナムゲルという,やは
りドゥルック派の僧がやってくるo当時チベット全土に君臨し有名なポタラ宮を大改造したダラ
イラマ5低(黄帽派)に追われ,多くの紅帽派僧侶たちがネパ-ル.シッキム,ブータン方面-
逃げたD戒律赦守の黄帽派が,快楽至上主義的な紅帽派の堕風一掃を図ったとされる。ナムゲル
はそれより前に,ドゥルック脈内部における勢力争いに敗れてブータンに来たeナムゲルは多く
の支持者を得て自らをシャブドウン-最高権力者と称した。彼は1651年に没するまでにブータ
ン全土を支配し,チベットからの軍勢を何度となく撃退している。彼についてはあとの仏教の項
でもう少しふれたい。
ブータン各地にゾンという巨大な,しかもとても美しい建造物がある。これがナムゲルがつ
くった,僧院と要塞をかね合わせた城郭の今日の姿である。彼は1627年のシムトカ・ゾンを手
始めに,ブナカ,ウォンデイ…フォダン,ティンプー,パロ,トンサ,ドゥゲルの順に7つのゾ
ンを建造した。前出の中尾さんは初めてパロのゾンを目にしたとき,その威容と美しきに驚き,
「まるで竜宮城だ」,と書いている。現在ブータンには全部で20のゾンがあり,それぞれ日本で
美しく壮大なブナカのゾン
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いう県庁の役割と,僧院をかねた重要な機能を担っている。首都ティンプーのタシチョ・ゾンは
100×240メートルもある巨大な建物で,この中に国王の執務室,各省庁, 1000人もの僧侶の住
まいなどが入っている-　上記ゾンの他,文化省の歴史的ゾン指定にはガサ,ブムタン,モンガ
ル,シェムガン,タシガン.ルンツイの計12がある。
近代ブータンへのあゆみ
シャブドウン・ナムゲルの没後は, 1907年にブータン王国が成立するまでのおよそ250年
間,地方韻主(ペンロツプ)が覇権を争う群雄割拠の時代に入る。あたかも当時は,南からイギ
リスの東インド会社が植民地種常に乗り出し,やがてインド大陸全体からネパール,シッキム,
ブータンにまで,大英帝国の影響が及んだ時代と重なる。
イギリスは英領インドの北限を平野部のぎりぎりまで押し上げ, 1865年に,ブータンとの国
境を現在のラインに確定した。彼らはブータン南部を覆っている探い森林が,マラリアの温床に
なっているとしてひどく恐れたという。
1865年といえば日本では明治維新直前だが,イギリスはブータンの勢力を北の山岳地帯に押
し込んだ挙句,イギリス…ブータン条約を結んで保護国化してしまったD保護国というのは国際
法上の半主権国であるO　当時,大砲も機関銃もあるイギリスが,弓矢と馬がせいぜいのプ-タン
を植民地化するのは,インドのような平地であればたやすかったはずである。ちょうど日本ち,
欧米諸国の武力に脅され.不平等条約を次々のまされていた頃の事だ。ところが,すでに見てき
たようなこの地の自然地理条件と人口分布状況.経済生産性の低さなどから,そこまでしてもイ
ギT)スにとってはメリットがないと階んだものであろう,とりあえずブータン相手に条約をのま
せ,北との緩衝地帯にした。南下を目指すロシアへの備えである.対外的には国境といわずイン
ナーラインとし,ここから外に出てはならない,外からは誰も入れない。ゲ1)ラ活動もならぬ,
おとなしくしているなら毎年若干の金銭的援助はしてあげよう,というわけである。
やがて各地ペンロツプの中からトンサのウゲン・ウォンチュクが力を蓄えてきた。内政安定の
ため1907年,イギリスはこれを推してブータン王国成立へと導く。
2.さながら国全体が世界遺産
独特なブータンの観光立国政策
あまりの山国のため,ブータンにはほとんどといっていいくらい平地がない。道路も, 50
メートル以上の直線はありえないといわれている。したがって,旅行の企画を立てる際には,時
速15キロからせいぜい20キロをめどにしておかないと,全員車酔いで大変な事になるO安全な
旅程管理上,不可欠な要件であろう。ただし,急な山道のカーブを曲がるごとに,思いもかけな
い風景が現れてくるo　村落,仏塔,段々畑,幾重にも連なる山並み,深い照葉樹林.野鳥や動
物・・--.ときには道を行く村人が話しかけてくる。だからひんばんに車を止めて写真を振った
ブナカへの道ぞいで出会った子供たち
り.花を眺めたりすることになるO　あるいは,しばし山道のぶらぶら歩きという休息時間が,た
びたび必要なのである。
ブータンの空港は,現時点でパロに1カ所あるのみ。国営航空のドゥルック航空がバンコクと
の間を毎EIl便(ダッカ,コルカタ.ガヤのいずれか経由),カトマンズ経由デリーへも134人
乗りのエアバス319を飛ばしている。目下ブータン中央のブムタン.南部のゲレプ,東部のタシ
ガンという3カ所に空港建設計画がlT.されているようだ。
同航空の発足は1983年,それ以前はインドのIil境から陸路入るしかなかったc Lかも1991年
まで,前回述べたインナ-ラインは残されており,インドによる蹴しい入国制限が行われていた
ため,ブータンへ行くのは困難を極めたO　ブータンの奄証を取得しても,もうひとつ,インドの
インナーライン・パミットの取得が必要だったからである。
現在はバンコクから実質3時間半ほどでパロに到着するO
ダッカを飛び立ってしばらくすると…　ヒマラヤの峰々が見えてくる。晴天であれば左手にチョ
モランマが見える。パロはブータン北西部,標高2300メートルにあり人口はおよそ1万人。異
がほとんど両側の谷をこすりそうになりながら着陸する。空港の建物自体,ブータン風の伝統的
な美しい様式で建てられている。タラップを降りたとたん, 「お一.ブータン!」と嬉しくなる
であろうO
ブータンの旅行事情
ブータンへの旅行者は,出発前に例外なく1人1日あたり200米ドルを.旅行社を通じ送金す
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るO　国定料金であるo　ただし. 7…8月のみはオフ料金となり165ドルO学生には25%の割引が
適用される。現地の受け入れオペレ-夕-は現在150社ほどが稼働している。彼らは外国からの
旅行社や客の希望に応じ,ホテル…革.ガイド・観光・3食の食事など一切を.この料金の中で
手配し運行する0 1日200ドルといえばアジアではかなり高額の部類だ。しかしブータンにおい
てはこのうち42%の84ドルを,ロイヤリティと税金の名目で国庫に納めなくてはならない。観
光インフラの整備,医機や教育方面などにも回されるのである。ちなみにブータンでは国民も旅
行者も,ともに医療は無料だo
Lたがって各オペレーターは1 B 1人116ドルで上記のすべてをまかない,サービスを鼓う事
になる。もちろんそれなりの利益もこの中からはじき出さねばならないこ　ホテルを使う旅行もテ
ントのトレッキング・ツアーも同様である。個人であれ団体であれ,全行程にガイドが同行する。
ホテルのレベルは一部アマンl)ゾ-トなどの特殊な例を除き, 2-4巌クラスが中心,なるべ
く上級の方から手配が行われるO　オペレータ-のサービスが競われるところだ。したがって日本
からのブータン旅行手配に関しては,いいオペレーターを見つけることと,そことの協力関係が
カギになる。
200ドルは3名以上の手配の場合であり.人数が多くなっても変わらないO　それ以下1人の場
合は1日40ドル, 2人の場合は1人30ドルの追加料金がそれぞれ必要になる。あらゆるサービ
スがこれで提供されるDだから個人の場合などは旅行代金として割安感がでる0 1人であれ2人
であれ専用の草とガイドが付くからだ。友人・家族など3-4人で1台の車というのがブータン
ツアーにはぴったり,企画手配旅行には最高の旅行先であろうo
なお11人目は半旗, 16人tlは無料,というある種の割引制皮が用意されている,先にふれた
ブータンの道路事情もあり,川体旅行の場合でもマイクロバス1台分15-16人というサイズ
が,旅行の構成上無理がないこ　この間, L記料金に関し10-15%の値上げが噂されているこ　な
お送金がないと査証は発行されない。
ブータン-のlx]際観光客は, 2010年の総数が2万6882人,うちE]本人は2959人と,全体の1
割を少し超えているO
世界初の全面嚢腫の国
パロのギヤンティパレス・ホテルでは,ベッドのなかに湯たんぽが入れられてあった。部屋の
中には電気ストーブがおいてあり,シャワーからはお湯も出る=　ただし.あまり一時にどっさり
各部屋でお湯を使うと,すぐ水に変わる,J湯沸しタンクがそれほど大きくないからだO　ブータン
のホテルでは一般的に, 「さっさとお湯浴び」ていどを心がけるのが無難であるo　まだまだ乏し
いこの国の電力事情を充分にわきまえておく必要がある。
食事はビュッフェ形式が・般的で,日本人の日にもなじみやすい味付けがされている。朝は,
洋風が一般的でミルク入りの紅茶やハチミツがおいしい。 M　夜は,ブータン風にいろいろな野
莱,ヤクの干し肉などがバター,チーズ風味に煮込まれたものや,じゃがいも料理。味付けは
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パE)のギャンティパレス・ホテル　建物自体がブータンの歴史を物語っている
塩,胡板,にんにく,唐辛子など。これをご飯(赤米も多い)にかけたり,付け合わせるのがよ
く出てきた。鶏,豚,牛肉のほか,かぶな,にんじん,たまねぎ,トマトなど野菜そのものの味
が濃く,春は菜の花,わらび.たけのこ,きのこ類も混ぜられていて,とても味わい深いD秋に
はマツタケも出る。森は人々の巨大な食糧庫でもあり,いつも食草には旬の自然があふれてい
るO　フードマイレージ・ゼロの世界o　日本のものよりずっと小粒だが,しっかりした甘さのみか
んがある。ブータンの人々にとって唐辛子は野菜であるといわれるほど,普通におそろしくホッ
トな味が好まれるo Lかし一般の旅行者にはそれほど劇的な味が出される事はないO現地の辛さ
を試した人は,一瞬に脳がしびれ, E]がくらんで体中から滝が流れるといった。いかがなもので
あろう。
酒や焼酎については, El本のそれとはかなり異なり,飲みにくいと思う向きがあろうかと思わ
れるC　ビール銘柄は,レッドパンダとかドゥルックが秀逸であるO　ブータン人には魚を食べる習
慣がない。それゆえ,滞在が長くなるにつれメニューに多少飽きがくるかもしれない。ただし陸
の孤島という立地.環境を思えば,日本のような何でもありを期待するほうが無理であるO　この
点につき,ツアーではあらかじめお客に対する説明など.それなりの配慮をしたはうがいいO
なおブータンは全面禁煙の回であり,持ち込みタバコには100%の税金がかかるへ売買も禁止
だ。 「タバコのない国」というのもかなりのキャッチフレーズになるだろう。
国全体が活きたエコ・ミュ-ジアム
ブータンの観光立Hは方向性が明確であるO基本政策はHigh quality & LowImpact,人数が
仏教文化の香りを守るブータン
多ければいいなどという政策は,考えられもしていない=　ひと頃ネパールなどに西欧のバック
パッカーがつめかけ,風紀上でもかなり物議をかもした。それをよく知るブータンは先にも述べ
たとおり.たとえ一人の学生であれきちんとしたお金を支払い,あらかじめ決めた日程を提出し
なければ.査証も出さないし入国もさせないo
そもそもこの国全体が.活きた博物館みたいな寡聞気に満ちているOあるいは,国際観光の受
け入れを始めてまだまもなく,交通・宿泊などのインフラも充分には開発されていないところか
らすると,このオール・インクルーシブ手配というのはけっこう理にかなっている。このシステ
ムが気に入らなければ来ていただかなくて結構ですという,ここまでの自律性というのは見事と
いっていいほどである。
観光客相手の物乞いなどは目にすることがないし,よくあるみやげ物の押し売りに出くわすこ
ともないo　ガイドや運転手,ホテルのスタッフなど,一般の人も含め,どこへ行ってもゆったり
したホスピタ1)ティを感じさせてくれる。サービスを提供される側.する側という時の.卑屈な
上下関係をみることもあまりないo
それに先にもふれたが,各地にある壮大で美しく,断然かっこいいゾンの存在は,一目で訪問
者を圧倒する。特に圧巻はトンサの巨大なゾンだが, 「すぐにでも世界遺産でしょう」とこちら
が言ったら,ガイドのペマさんは,今のところあまり多くの客につめかけられても困る,だから
国はそんな申請などしないのだと,余裕であったo　ブータンという国家ブランドは.世界遺産な
どをはるかに上回る磁力がある,というゆるぎない自信なのであろうo
エコ・ミュージアムという運動がある。フランスで始まった「地域社会の人々の生活と,そこ
の自然・社会・環境の発達過程を史的に探究し,自然…文化・産業道産を保存育成展示すること
で,地域社会の発展に寄与する」というものだ。ブータンという国そのものが,まさしくその方
向性を示唆しているかのごとくである。
パロを中心とする観光資源
パロの北にドゥゲル・ゾンという, 1951年に火艶で廃嘘となった城比があるO　もとは1649年
に建てられたという由緒あるゾンであり. 「勝利の要塞」と呼ばれていた。ここからチベットへ
の道が通じていたため.再三チベット軍が押し寄せたO　ブ-タン側はその都度このゾンに拠って
それを投da返したという,歴史上の名所であるO
女神の住む山ジョモラリ(7315メートル)の鞍部にある標高5000メートルの峠を越えると,
南部チベット商業の中心だったチュンービ渓谷へ出るこ　この峠はブータンとチベットを結んだか
ってメインの交易路でもあり.ブータン側からは米,燃札　絹織物,染料などが,チベット側か
らは塩,重曹,羊毛,繊椴,金銀などが.荷駄で運ばれたっ　しかし1950年代末の中印紛争以
栄,現在もこの時は封鎖されたままである。
ブータンヒマラヤの高峰の大半はガサ県に集中しているC　ブータンを左の掌に見立てたときの
親指に当たる部分だ。ティンプーからトンサへの途中にあるドチュ・ラ(ラは峠)からなど.晴
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「勝利の要塞」ドゥゲル…ゾン
れた日には名峰マサ・コン(7194メートル,コンは氷雪の山)から先述のガンカル・プンスム
までの大山脈が一望できる。特に前者の,空に向かって鋭角に突き出た白銀の山容は魅力的
で, 1985年に京大隊が登った。その後すぐの1987年, 7000メートル級の登山は禁止されてし
まったので,未踏峰ガンカル・プンスムはいまだに世界中のクライマー垂港の的になっている。
日もくらむ絶壁に金色屋根の僧院
パロの北15キロ,ドゥゲル・ゾン近くのラムタン力付。おそらく1000メートル近くはあろう
かという,垂直に見上げる断崖のてっぺん近くの,岩の窪みにつくられたタクツアン僧院は,西
部ブータンきっての見所として人気が高い1692年の建立というが,まるで懸垂寺院である。
標高差にしておよそ500メートルくらいだろうか,整備された登山道を登る。普通の人なら登り
に3時間,下りに2時間もみればいいだろうO馬に乗る手もあるのだが.歩くほうがラクそうo
中腹に休憩所があり,昼食やお茶のサービスがあるo驚嘆すべき商さと場所にある僧院だが,金
色屋根のとても美しいこの僧院は,最近では1988年にかなりの部分が火災で焼失, 2005年に再
建されたばかりだ。ブータンの寺院ではどこでもバターランプという灯明が,昼夜の別なくとも
されている。これがもとで例外なく歴史的建造物などが火艶にあっていて,惜しいとしか言いよ
うがない。もっとも日本も似たようなものではあるのだが。
このほかパロの観光に外せないのは,パロ・ゾンとその上にあるかつての望楼.いまは国立博
物館となっているタ・ゾンO郊外にあってブータン最古とされるキナュ…ラカンO　ラカンはお寺
のことをいい.庭に樹齢1300年といわれる糸杉の巨樹がある。というわけで,内外に見どころ
仏教文化の再P)を守るブータン
急峻な岩壁にはりつくようにして建てられているタクツァン僧院
の多いパロには.せめて3泊ほしいところであるO
3.究極の国家ブランド「GNH」という戦略
あたらしい憲法にまで盛り込まれた概念
ブータンは国連加盟のとき,せめてこれくらいはと.人口を100万と発表したというO　その後
自動的に年率3%をかけていったら, 1980年には130万人になった。だからこの数字がいまだ
に引用されたりする。しかし1988年に殺初のliJ勢調査で.フタを開けてみたら全人日はわずか
60万人だったOそれを元にまた自動計貨が行われ, 70万. 80万,など適当な数字がまかり通っ
ているというのが,現地の消息通の話である。いずれにせよ,ブータンの数字は政府発表といえ
どもばらつきがある。社会の変化も激しい上,人手も不十分.いろいろな統計にまではまだ手が
回らないというこの国の事情があるらしい0
2005年に行われた国勢調査の結果.ブータンの人目は557j 2996人と判明した(09年の政府
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発表は68万人)o識字率は53%と急速に上昇しているo家庭への電気普及率は57%で2020年
に100%を目指すD　その他.ケータイの普及は06年の発表で8.5万台だったから,現在は相当
な数になっているに違いない。その半分はティンプーで使われている0 PCが約1万台を超え
た。政府関係者が中心で民間はまだ少ない.新開は2007年に2紙増えて3紙となったが,依然
週刊であり,発行部数は各々1-2万である。 50年前まで荷車さえなかったこの国に, 2007年4
月現在.自動車の登録台数は全部で3万3241台となった0
1865年にイギl)スがブータンを保護国化したころ,イギ1)スはロシアの南Fをひどく警戒
し,ヒマラヤの小国家群を北に備えた横衝地帯にしようとする。先述のように,ブータンに関し
てはインドとの境界を国境とはせず,わざわざ「インナーライン」として,外国人の入国も激し
く制限した0　日国保護領という,大英帝国のアピールであるo
ブータン国内にはいろいろな所に, 1907年の王国成立以後の,第1代から4代までの国王の
写真が飾られているOそれを見ると,初代国王は裸足である。王国がようやく,一つの国らしい
体裁を整えるのは,第3代ドルジ.ウォンチュク国王(在位1952-1972)の時代になってのこ
と>.'
ドルジ国王は,農奴の廃止や農地解放.税収制度の確立などを通じ中央集権体制を固め.宗教
と政治の一線を画し.次第に国としてのあるべき姿を求めてゆく。彼の時代はまだまだ宗教勢)J
守,他のペンロツプとの権力争いもなお峻烈だったO
第2次世界大戦終了後インドが独立し,ブータンはインドの保護国となった。 1959年,大英
帝国地政学上の置き土産ともいうべき,チベット動乱や中印国境紛争が起きる。ブータンはその
ウォンディ・フォタンの朝市で野菜を売る準備中の女性たち
1∴R ill--ヽ,tr il与'.'蝣)'こ,`~r- - 。 :
長い歴史_「。 -flJして影響を受けてきたチベットとの国境を封鎖し,いっそうインドとの紐帯を
強くしなくてはならなかった　さらにはLi)印Ll墳紛争の嵐を,インドの傘の下によけながら小国
の命脈を保ったこ　rTl印lEl境問題が-一応の落ち着きをみた後, 1970年代に入ってようやく,ブー
タンは一つの独立国としての凶際的な関係の構築に着手するO
ちいさな国の文化とカ
ブータン近代化に強力なイニシアティブを発挿したのが,幼少の頃からイギリスで教育を受け
た第4代ジグミ・シンゲ・ウォンチュク1玉ほ(在位1972-2006)である。ブータンの国語とし
てゾンカの開発,公的な学校教育の促進をはじめ, 1972年の国連加盟, 1986にはL]本との正式
な外交関係も結ぶなど, 「自然環境や文化を守りながらの,急ぎ過ぎない開発」を彼がすすめて
きた。
1975年.ブータン王国にとって衝撃的な出来事が起きた_　お隣のシッキム王国がインドに吸
収され,消滅したのである。いつの間にかヒンデイ語を話すネパ-ル系住民が大半となり,彼ら
の王制を廃止してインドとの合併,という主張が採択されたからだ。
ブータンにおけるネパール系住出もかなりの数に上ると噂されていたが1988if-の国勢調査
の結果,国王は翌年ブータン民族衣装の着用,ゾンカ語の使用,仏教儀礼の遵守などを呼びかけ
る通達を発したO　これをネパール系に対する蛙迫ととった住民の騒乱が始まり,その結果8万
6000人もの人たちがネパールなどに亡命する大事件となった。
2003年には.プ-タン南部に軍事拠点を構え社会不安の原因となっていた反インドゲリラ団
トンサで見たブータン独特のお祭り「ツェチュ」
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を,臥王自ら軍を率いて強制排除,治安回復に成功した。このようにブータンは.周辺の国々.
特にインドや中国の動きを注意深く見ながら.国際社会の中で独白のポジショニングをとるべく
懸命の努力を続けているn　小[*]とは諾いながらも,国際関係にはそれなりのなみなみならぬ力が
必要とされているのである。
しかしなんといっても.ブータンの国際的評価を圧倒的に高めたのは.ジグミ国王が1976年
に打ち出したGNH (Gross National Happiness)国民稔幸福,という概念であろうo
この考え方は,西欧を中心とする経済成長最優先主義に対する.強烈なアンチテーゼであるo
GNHは経済状況を示すのに不十分な統計数字であるばかりでなく,決して人間の本当の幸福を
あらわす指標とはなりえないo　ブータンは国として,国民のみんなが幸せを感じられるようなFl
づくりを目指す,という誇り高い国王のヴィジョンである。
そしてGNHを支える重要な柱として掲げられたのが, ①固有文化の保存, ②環境保全,号経
済成長, ④公正な統治,という4項目だった。経済はあくまで,幸福という目標への　ヰ段に過
ぎないという確固たるメッセージだ。
憲法草案にも盛り込まれたGNI王
そして第4代国王は, 2008年に制定された新意法にもこの考え方をしっかり盛り込んだ。そ
の内容のうちGNHと関係が深い部分などをごくかいつまんで紹介する。
第1条,ブータン王国
ブータンは立憲君主国家である。
第2条,君主制
ブータンBl王(ドゥ)レック.ギヤルポ)は国民の象徴O　その定年を65歳とし,世襲後継者
についての決まりなどを. 26項までにわたり細かく記載しているO
第3条,精神的遺産
平和,非暴力,慈悲,寛容等仏教の価値を探化させる0
第4条,文化
国は,ゾン,寺院.聖跡,ことば,文字,音楽,美術,宗教,など昔からの文化的遺産を保
全し.進化させる。
第5条,環境
ブータンBl民はすべからく,自然や生物多様性を守るべき受託者である。国は.騒音.公害
などをも含む生態系の劣化を阻止するための,あらゆる環境に優しい行動や政策を採択,支援
する。
ブータンの国土の最低60%は,森として残す0
第9条,国の基本政策
国は,国民の生活の質を保証し,繁栄と革新性をもって世界の平和と友好に貢献できるよう
1∴ftiiiy、1'irHァ蝣蝣蝣1、ノーぐ二
努める;
国は, GNHの追求をIHT能にする諸条件を促進する0
第27条.国防
ブータンは,国の平和,国境の安定,主権が侵されない限り,諮外Eglに対する武力の行使は
行わない。
*ブータン軍の兵力は推定8000人～1万人といわれるO
上記は全34条の一部だが.この草案は世界中からおよそ100カ国の憲法を集め,そのうち特
に日本を含む, 20カ国のものを参考に起草委員会が練り上げたものだという。
第2条でようやく王国の世襲を含む法的基礎が固められるG国王の定年と世襲制に関しては,
日本の天皇制のほうがブータンから多くを学べそうだO第26条の反汚職委員会設笹というの
ち.他国の苦労から学んだところであろうO
2006年から2007年にかけ,国王は全国20のゾンカク(県に当たる)すべてに自ら足を運
び.各地の人々を集めた集会で,憲法の必要性や意義を直接語りかけている。歴史上多くの王制
は革命や戦争により倒されてきた。ブータンにおいては国王自らが立憲君主制への移行を説くo
Lかもそれは上記にあるように,仏教を含む独自の文化と自然を守ることを基本とした,かなり
リベラルな内容になっている。明君が時代の流れをつかみながら,深いヒマラヤ山中にあってほ
とんど外との交流を絶たれてきた国民に,膚やかな覚解をうながしているかのごとくだo
ブータンのGNHは,凹際関係における国の安全保障でもあるC
女性が着る民族衣装は「キラ」と呼ばれている。子供たちが学校へ行くときもゴやキラを着用する
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標準語ゾンカと教育の普及
先にブータンの識字率についてふれたが,公教育は1970年に入って後,積極的に推進されて
きた。 6歳以上の国民に,日本の小中学校に該当するレベルまでの教育が無料で行われているo
Lかし,全国あまりに広くまばらに人が住んでいるため,一気に義務教育には踏み切れない。小
学生から町や相の学校の寮に入る子供もいるようだが,それには何かと親子の負担も多い。子供
は大切な働き手でもあるO遠隔地に対するITを利用した通信教育なども検討されているであろ
う。さらに先生の数もまだまだ不十分で,教育者の教育というのが国の急務になっている。
ブータンでは,谷ごとの言語が違うとされるほど,多様なことばが話されているOだから国語
であるゾンカの普及もラクではない。ゾンカというのは言語学的にはチベット南部の方言とされ
るが,ブータン西部で使用され,文字を持っている点から国語への採用が決まったという。
さらに,学校教育が始まった当初,先生と一緒に教科書もインドから借りたため,ビンデイ語
や英語がかなり浸透したo高等教育はすべてインドに留学という流れがあるOあるいはインド
は,言語による剛ヒ政策を図ったのかもしれないO　またネパール語も広く話されているo
このような事態から脱却するため,政府は「ゾンカ語開発委員会<DDC)」をつくり,その普
及に力を注いできた。しかし実際の教育は80年代以降も英語を中心に行われており,ゾンカは
「国語」として教えられる-科Hに過ぎないと,平山修・-さんは『現代ブータンを知るための60
章3　に書いているO
ゾンカを全国レベルにまで読み,書き,話すことばとして普及させるには,まだ多くのハード
ルがある　DDCでは,地名や人名などをはじめ,固有名詞の統一表記と,同時にアルファベッ
ト表記の統一一もすすめているが,いまだに綴りが確定しない単語も少なくないOいっそのこと,
英語のほうを国語として採用してしまえという説もあるらしいが,これまたよくある請ではない
かO
ブータン探検と地図
1629年,インドにあったポルトガル領のゴアから,あのイエズス会宣教師2人がブータンと
チベットを目指したが,ブータンでは布教を拒否された0 18世紀になると,イギリスの使節団
や探検隊などが何隊もブータンへ入ったものの,ろくな地図がつくれない1922年の英国調査
団の測量以後・,ようやく地図をものにしたのは, 1967年になってのケンタッキー大学のP.
キャランだという0
1958年に国王の招きでブータンへ入った中尾佐助さんはr秘境ブータン』に,地名や人名の
綴りがばらばらで.ろくな地図もない回を旅して歩く苦労をしみじみ描いている。ついこの間ま
で鎖国に近い状態の,自給自足の谷に住む住民にとっては,国語も地図も必要なかったであろ
うG Lかし開かれた新しい国には精密な地岡が不可欠であるO大英帝国にとっても,チベットや
ブータンの地図はのどから手が出るほど欲しかったにちがいない。
しかし今もってブータンでは,われわれが期待するような地図を入手することができないD　も
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ずっと下の方,見通せないほどの谷底までつづく段々畑
しかするとチベットとの国境が未確定ということもあって,軍事上マル秘扱いになっているのか
もしれない。一国家の成立に際し,国語と地LXlというのは依然アジアの多くの国において,日本
などからは想像しにくい悩みがあるようだ。
4.仏教文化がもつソフトパワー
民泊してみてわかった女性のちから
ブータンを大きく東西に分けているのは,ブラック・マウンテンと呼ばれる5000メ-トル級
の大山脈であるO　ブナカ方面から標高3350メートルのペレ.ラという峠を越えてゆくと,現王
家の出身地であるトンサに至る。トンサからさらに南のシェムガンに行く途中など, 「耕して天
に至る」という表現そのまま, lUの上から下がかすんで見えるほどの谷底まで,何百段とも知れ
ない段々畑をよく目にするC　ブータンの人々のこうした労働の結果を見るにつけ,彼らに深い尊
敬の念を抱かずにはいられない。さらにブータンの人々は,地理学でトランス・ヒューマンスと
いう,夏冬の住まいの上ド移動を行ってきた。劇土涼しい高地に,冬は暖かい低地にという「ア
ルプスの少女ハイジ」に見るライフスタイルである。このような生活習慣も,これからさらに急
速な変化を余儀なくされてゆくであろう。
ブラック・マウンテン=暗黒の山,という名前は南のインド人によって付けられた.悪魔の恐
怖伝説によるのだというO :秘境ブータン』から引用するo
「谷の下には唖熱帯林が津々と生い茂り,山腹には畑が点々と散在し,放牧場が山の上はるか
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シェムガンのゾン　急な山の斜面に建てられていてとてもカッコいい
に望まれる。住民は骨太でがっしりし,武勇にすぐれているO彼らは常にブータン軍の中心勢力
だった。前世紀(19世紀)の終わりまで,定期的にインド平野を襲っては略奪,殺人をし,人
質を捕らえて帰ったのだ。男たちはH本の丹前みたいな着物を短めに着込み,手にはトリカブト
を塗った毒矢を持っていた。小型だが強い馬にまたがって.風のようにやってくる彼らは,イン
ド人にとって悪魔のようなものだったO　人質に取られると, -・生をブータンで奴隷として暮らさ
なければならないL」 ( )内は小林。
トンサのペンロツプが現王国を打ち建てた,そのあたりの一端がうなずける文章であるOブー
タン・ゲリラにはイギリスもけっこう手を焼いたものらしい。
インド人労働者と社会階層
ブータンやいたるところで道路.上事が行われていたo　見ていると山肌をブルドーザーで削り崩
して,そのまま岩護iや土砂を谷側へ落としているだけの拡幅工事がほとんどだったG　シェムガン
からプリの間はまだ未舗装なのだが,それでも1事はひんばんに行われている=　ようするに,急
な山肌をがりがり削り取って道をつけるだけ。よくて簡場舗装だし,少し雨でも降ると上のほう
からすぐ土砂崩れが起きたりするV　それでひっきりなしの道路=事なのである。道路建設予算の
うち半分が補修に使われるというD　まだ国家予算の多くをインドなど国際援助に頼っている現状
では,本格的な道路建設は望めない。それでも片側2車線の立派なものが.ティンプーのはずれ
に少しだけできている。
道づくりと同じ苦労が電気にもあるC　大きな水力発電所がふたつ,インドの協力で国境近くに
し'.ft tit^ft'1 l-.fこ,　　ミ'.L
できたo　その電力の大半はインドに輸出され.かなりの間家収入になっているo過疎の国隅々ま
では.そう簡単には送電システムがつくれないL,とりあえずはインドの要望に応え国庫の収入を
上げつつ,小規模発電のシステムを全国につくって. 2020年までに全国に電気を,というのが
政府のめざすt]標である。わがEl本のエネルギ-政策,発電システム.あるいは送電システムな
ど,少しはブータンに学ぶ必要があるかもしれない。
ところで,道路工事の人足はすべてインド…ネパール系の人々であるO彼らは敢格に6カ月の
労働ビザで働いているといい,極端に貧しいスラムが谷沿いの道路わきに固まったりしているo
どうもあからさまな差別があるようだO　そういえば中尾さんの本に,ブータンのカーストに関す
る記述があったO士農工商と同じ差別なのだが.ブータンの士と農は境目があいまいらしいO工
は家内制手工業で農と兼業も多いo梅端にさげすまれているのが繭であり.お金に対する軽蔑も
また強い,とある。
いつもわれわれに対してにこにこしているガイドのペマさんの態度が,ブータンの人に対して
は,たまにびっくりするほど尊大になるときがあるのも不思議だったO要は,ブータンにもまだ
まだ階級社会の名残があり,外国人労働者にいたっては当然,ということのようであるこ　ティン
プーやパロの町に行っても.商業の未発達が強く感じられたC物々交換はよくても「お金なぞけ
がらわしい」という誇り高い価値観は,かつての日本にもけっこうあったのだ。
ブリ村の暮らしと民泊経験
シェムガンからプリ村の問は3時間だがほとんど人家を目にすることがない。途中ラングール
深い山あいにあるブリ村の夜明け
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ブリ村のリンチン…グッパさんと奥さんのワンモさん
ブリ村リンチン家の次男トプケくんと次女のテンティノ-モちゃん
というサルの群れが何度となく現れ,ホーンビルはじめ多くの野鳥も目にしたO谷底におりてゆ
くにつれ.うっそうとした深い森が美しい。 3月にはモクレンが白い花をつけ.シヤクナゲも
いっぱい咲いているO南部の照葉樹林帯にはゾウ,サイ,トラ.水牛が生息し,中腹の森林には
シカ,イノシシ,クマ,ヒョウがいると文献にある。車で走ったわれわれにそうした動物にお目
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にかかる機会はなかったが, E=こ美しい森林にすさまじいヒルの大群もいるらしく,これまた暗
黒山脈の名をたからしめているものらしい。いまだに雪男伝説さえあるという。
ブリ相で民泊させてもらった家のリンチン・ダッパさんは43歳,奥さんのワンモさんは33歳
で5人の子供がいる。次男で10歳のトプケ君が私の通訳になった。プT)相には学校があり,彼
は英語教育を受けているからである。両親に英語は通じない。長男のギヤンセンはネパールの僧
院に留学中だと,グッパさんは誇らしげである。この村はブータンとしてはかなり大きく, 85
戸に950人が住んでいる0 1家族平均は1-1人にもなるが, 3世代も多いからであろうO電気も
通っている。
村の朝は早い0 5時には牛の乳を搾り,チーズを作る仕事が始まるo長女のインテンは14歳
だが母親と同じようによく働く。朝食に,柔らかなチーズと緑の野菜の煮込みは塩味がぴった
り。ご飯にかけて思わず頬がゆるむほどのおいしさだった。次女のテンティノーモはまだ8歳
で,私たちに会うと顔を真っ赤にし,身をよじって恥ずかしがっているo写真を撮らせてはくれ
るのだが,いざとなると子供たちは緊張してしまい,にこりともしてくれなかった。相の女性た
ちがひっきりなしにやってくる。皆とても元気でくったくがない。男より断然威勢がいいのであ
る。
ブータン女性と結婚のしきたり
ブータンでは一般に結婚式が行われることなく,いつの間にか入り婿のように男が女の家に屠
つく。妻問い婚も多い。そのため,女性たちのほうが家庭の経済力をにぎり,性的な束縛もない
らしいO　ガイドのペマさんの議では,ブータンには今でもナイト・ハンティングがあるという。
それは何かと問い直したら,もはや日本では懐かしの「夜這い」だというではないか。気に入っ
た女のところへ.しめしあわせて,衣,男が忍んでゆく。子供ができてもあたりまえで誰も気に
しない。自然で自由な事であるとペマさんは言い,自分だってと自慢顔だった。
姉妹楯や兄弟鰭といった風習は.いまでもヒマラヤ…チベット方面に多く残り,第4代ブータ
ン国王も4人姉妹をお妃にされていたOそれなりの経済力があれば,そして「女性のほうで許し
てくれさえすれば」何人とどういたそうが,かまわないということらしい。したがって「遠慮な
くどうぞ」とペマさんはすすめてくれたものの,こちらには機会と時間が不十分であったO意欲
に欠ける,と見られたであろうか。
それはさておき,こうした様子も含め.今日のブータンは急速にその姿を変えつつある。道路
やコミュニケーション事情がよくなり,教育もゆきわたるようになると,人々の欲望も高まる。
都市部や外国に出てゆく若者たちも増える。すでに過疎の国の過疎の村から.集団離村なんかが
始まっていると,ペマさんはマジメ顔である。
亜細亜大学経営論塊　第47巻第1号(2011年10月)
5.ブータンへのチベット仏教伝来
世界でたったひとつの仏教が国教の国
チベット建国の祖とされるソンツェン・ガンボ王は7世紀前半,中国やインドと交流して仏教
にふれ,その勢力範囲に108の寺院建立の誓いをたてたC　これにより.現在ブータンにある最古
の寺院とされる,パロのキナュ・ラカン,プムタンのチョコル谷にあるジャンペ・ラカンのふた
つが建てられたという。
791年にはテイソン・デツェン工が.仏教をチベットの国教とする。このとき決定的な役割を
果たしたのがインドから来た大師パドマ・サンバヴァであり,密教ニンマ派(古派)の教義を伝
えた。ブータンにも彼にちなむ聖地がふたつある。パロのタクツアン僧院(天駆ける虎に乗って
グルがここを訪れた,とされる)と,プムタンのクジェ・ラカン(グルが土着の神をこらしめ,
チョコル谷の王を助けた,とされる)である。パドマ・サンバヴァはグル・リンポチェ-化身の
谷間の道ぞいにつくられているマ二水車小屋
仏ti i.iL-'111 i! 」蝣-.,-　　-I,i
尊称とも呼ばれる,ブータン仏教史上の殺意要人物である。
11世紀から12世紀にかけ.チベット仏教が沸騰する。カーダム.サキヤ,カーギュなど新派
と呼ばれる新しい各派が発朕したo　こうした新しい各派をまとめてサルマ-新派と呼ぶので.ひ
るがえってこンマ派が古派と呼ばれる。なかでも高僧マルハ(1012-96)による密教のカーギュ
派は,弟子のミラレパ(詩人としても人気が高い),その弟子ガンボパを経た,トウスム.ケン
パのカルマ派のほか,ラ派,ツアンバ・ドルジのドゥルック派など.多くのセクトを産み出し
た。このうちブータンへは先ず12世紀末にギェルワ・ラナンパがラ派を伝え,続いて13世紀前
半にパジョ.ドゥツクゴム・シクポがドゥルック派を伝えたo彼の子孫は西ブータンに住み着
き,やがてラ派を圧倒するようになるO
ゲールク派とドゥルック派
12位紀から17世紀の間に.各派が入り乱れてブータンに浸透するC　なかでも,プムタン生ま
れのペマ・リンパ(1450-1521)はグル…リンポチェの化身とされてこンマ派の布教に大きく貴
ずっとガイドをつとめてくれたペマ・ギャルポさん
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戟,現在も多くの信者を得ている。異色の人気僧には,チベットから西ブータンに至り既成教団
の悪弊を赦しく批判した楓狂聖クンレ- (1455-1528)がいる。また. 14世紀末には開祝ツオ
ンカバ(1357翻1419)によって戒律赦守…学問重視のゲールク派が興され,ブータンにも入って
きた。なお.この派の高弟の一人が転生を重ね,後の16世紀にチベットのダライラマ3世と
なった。ゲ-ルクは現在もチベットにおける主流派である。
1616年に,チベットからブータンに逃れたンガワン・ナムゲル(1594-1651)については先
に少しふれた。ドゥルック派大本山ラルン寺の18代座主,同派の大学僧ペマ…カルポの化身と
された人である。すでに13世紀以来ブータンに浸透していたドゥルック派の人々の支援を受け
たナムゲルは,チベットからの数回に及ぶ攻撃やブータン内諸派との抗争をしのぎきり,ドゥ
ルック派の地位を確立した。
ナムゲルは大寺院を次々に建てその統括者にジェ- ・ケンポという大僧正をおき,デシ-摂政
と呼ばれる借侶による行政体制をしいた。以後, 1907年のワンチュクによるブータン王国の成
立まで,経余曲折を経ながらこの体制は続けられたo
チベット・ブ-タン仏教の特徴
ブータンは,世界中で仏教を国教とするたったひとつの独立国である。政教分離のたてまえは
あるにせよ,人間の生き方,価値判断のもとには常に仏教の考え方が大切にされているO
チベットやブータンでいう仏は, 「真理の覚りに達した人」の事であり,覚りを求める人のこ
とを菩薩という。したがって,仏教とは,覚りに達した人の教えである。その教えとは,覚りに
至る修行のことをいう。だから仏といえども師なくしては仏とはなりえないので,チベット系仏
教は師の教えを大変重要視し,仏・法・僧の3宝に師を加えて4宝とする。時代が下がるにつ
れ,各種の流派が増えてくるのは,そうした事情によっている。仏教は.その本質において,
「一人一人が仏になるための教え」である。ちなみに,師のことはサンスクリット語でゲル,チ
ベット語でラマというO今枝由郎さんはFブータン仏教から見た日本仏教』のなかで,このあた
りをとてもわかりやすく解説してくれている。
チベット仏教は,以前からあった原自然崇拝の要素はすべて取り込んだO　アニミズム.精霊信
仰との共存である。男女合体尊や歓喜仏など女性が占める要素も多いQ密教というのは男女の合
体した形から宇宙の根源的エネルギーが生み出されるというような.煩悩をも肯定する宗教であ
る。だからブータンの民家の入り口に魔除けや吉祥の印として,リアルな男根(ポー)が大きく
描かれていたりするのも面白い。
またゲールク派やドゥルック派に顕著なのは,化身や転生であるo化身というのは,自ら善業
をつみ,生きとし生けるものすべてにその恵みを分け与えようとする人が,その一生ではとても
時間が足りないので何回も生まれ変わってまで業に励むという,大乗仏教における菩薩の最高の
理想像のことだO転生というのは,人がその因果により天,人,阿修羅.餓鬼,畜生.地獄とい
う6つの境遇の,どこに生まれ変わるかわからないという輪廻の考え方O　もしかするとそこに飛
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んでいるハエは自分の父親の生まれ変わりかもしれないというので,ブータンの人たちはハエを
手で追い払うだけ。仏教のH標である覚りは,この輪廻の世界から逃れることだというo
ブータン風物詩,風になびくダルシン
一般の人々の念仏は, 「オ-ム.マニ・ペーメ-.7-ム」という観音菩薩の6字の真言,マ
二であるOマニ車はこの真言や経典を収めた円筒のことで,このマニ車を　一回廻すと. -回読諦
したと同じ功徳が得られるという効率のよいしくみになっているo一見子供が持つおもちゃのガ
ラガラに似た小型のもの,人が手で廻す大小のマ二幸のほかに,水革を利用していつもマニ車が
Blり続けるようにした,マニ水草小屋もよく見かけるo
さらにブータンの風景の代表的なものに,風になびくルンタとかダルシンという祈願臓があ
るoルンタは布に「風の馬」の絵,経典や祈願文を印刷し,聖地の近くや木立の間,橋の欄干な
ど風通しのよいところに万国旗のようにはりめぐらしてある。風の馬というのは人間の生命力が
強く高くなる様相を表すものとされ, 「生命,肉体,長寿,名声,宗教的功徳などが,新月のよ
うに,風の馬のように.高く強くなり発展しますように」,などと祈願が再かれているC　ダルシ
ンは高い旗指物のように何本も,山や峠,丘の稜線など風がよくとおるところ,聖地や悪霊が住
むという場所などに,数メートルの高さに立ててある。死者を弔うために立てることもよくある
ようだ。こうした臓は.ブータンのどこへ行っても必ず見られる風物詩といっていいo
吹き抜ける風にこれらが一個はためくたび,祈りが--lR]唱えられることになるとされているO
『こうしてブータンは,人が口に念仏を唱え.小川の水がマこ革を回し,風がダルシンをはた
明るくくったくのないブータンの子供たち
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めかし,人と自然が休みなく仏徳を讃嘆している国である』O　ただし,この念仏はブータンの
人々にとっては,あくまで功徳を積むための善業であり,日本の念仏のような救済を求めるも
のではない。 (前出今枝由郎)
このような敬慶な祈り,あるいは人も動物もあらゆる生き物も-・体として捉える仏教の自然
級,宇宙観が,ブータンの人々のEl常生活の中に保ち続けられる限り, GNHという幸福の哲学
は,ブータンの国の指針として有効に機能してゆくにちがいないQ
むすびにかえて
かなり,両日い国である。小さいながらも,密度の高い魅力に満ちている。特に欧米人に強烈
な人気を博しているのがよくわかる。あらゆる意味で.現代西欧文明とは正反対に位置している
からであるD
日本の旅行業にとっては.ソフト面の勝負が自由にできる,旅行の企画者冥利に尽きる国であ
ろう0 -度はきちんと現地へ行って,何を,どう売るか,ゆっくり見,聞いて,考えたいO　ツ
アーをつくる素材は無限であるo先行各国への多くの例にみられるような,ひとつの代表的コー
スにあらゆるツアーを集中させるような愚を繰り返してほしくない。地域別,あるいは多くの
テーマ別旅行企画の可能性と,リピーターを引き付けるツアーづくりを心掛けるべきである。
シーズンごとに違う祭りがある。地域的にも3区分ぐらいは訳なくできようO持続可能性の追求
ということを,これほど強く感じさせてくれる国はない。
先にもふれたとおり,仏教にいう化身とか転生という考え方から,ブータンの人たちはハエも
蚊も手で追うだけだ。これほどの共生思想があるから,自然環境の保全にもあたりまえの事とし
て配慮がなされていくのではないか。仏教のいう4つの無量心(楽しみを与える,苦しみをなく
す,人の喜びを喜ぶ,恨みを捨てるという4つの無限の心)により.先進諸国のように経済と開
発の一辺倒には,そう簡単になだれ込む事はないものと思われるO　とはいうもののブータンの民
家の屋根はあっという間に.薄板張りの上に石を乗せた昔からのスタイルが,トタン屋根に変
わった。安くて手軽には勝てないo
GNHというブータンのチャレンジは,ドン・キホーテになりはしないか。純粋な仏教文化国
家として,絶滅危倶種になってしまうのではないかなどと,豊かさと貧しさのいろいろな形を考
えた。特に過去半世紀,日本は経済成長という名のもとに,古いものを惜しげもなく捨ててき
た。効率の良さを追求するあまり,固有の文化や美しきを顧みる余裕もなかった。識者は, 「も
う新しいモノはいらない,これ以上あるものを壊すな」と主張する。国全体のいまの存在が奇跡
のように思えるブータンを見るにつけ,日本が失ったものの大きさを思わずにはいられない。
みてきたように,第3代国王が内政を固めて少しずつブータンをBlの形にし,第4代国王が国
際関係も含め,ようやくそれを最終段階にまですすめたCその仕上げが憲法制定であり,いまや
5代EIのジグメ・ワンチュク国王によって.ブータンの真の独立と安定した世襲王国の基礎固め
仏教文化の弄りを守るプ-タン
ができあがりつつある。
いろいろな人がいうように.ブータンは「小国寡民」の理想郷であり, l剛淵明の桃花源記その
ものに見えたりもする。明治維新前後に日本を訪れた欧米人の多くは,当時の日本について,い
まわれわれがブータンについて抱く感想と同様なことをたくさん一㌔i:き残したO　たとえば, 1856
年にアメリカの初代駐EI公使として日本へ来たタウンゼント…ハリスは,次のように書いてい
る。
「私は時として.日本を開国して外国の影響を受けさせることが,はたしてこの人々の普遍的
な幸福を増進する所以であるかどうか,疑わしくなる。私は,質素と正直の黄金時代を.いずれ
の国におけるよりも,より多く日本において見出す。生命と財産の安全,全般の人々の質素と満
足とは,現在の日本の顕著な姿であるように思われる。」 (『ハTJス日本滞在記』岩波文庫)
GNHは期せずしてブータンが世界に発信した.自Hiブランドの確立を担う平和宣言であり,
ソフトパワ-の文化立国3f言となった。
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